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呼 ば れ て い る こ と に 驚 い た。 同 世 代 の Aaron 











すぐの 1954 年 2 月のことだった。それからさか











ワ イ 政 府 観 光 局 の サ イ ト（https://www.aloha-
program.com/curriculum/lecture/detail/189）に記
載されている統計によれば、1918 年（大正 7 年）
にはハワイにおける日系人口は 10 万人を超え、 





とても励みになった。友人の Aaron Hanai 氏に彼
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講師 ： 小沢　一郎 氏 （フリーランサー・武蔵野美術大学非常勤講師）























の年で、1997 年に 2 万 2200 店もあった書店が











































































ト で 話 題 に な っ た
Yanny or Laurel（同じ
音が聞く人によって











系、 研 究 ＆
ちょっと研究
系、 お 勉 強、
プレゼント、























で、A5 判 見 開 き
で 1 つの記事が読
めるようにレイア






































































































Sonya Chik  チックソニア
　専門は選択体系機能言語学（SFL）です。 SFL
で は、 言 語 は 意 味 を 構 築 す る た め の 資 源 
（resource） として捉えています。言語がどのよ
う に 多 様 な 状 況 の コ ン テ ク ス ト（context of 
situation）を具現するか 、そして、「資源として















































































した。これまでに 『西廂記』 と志怪小説の名作 『聊
斎志異』を研究対象とし、民間で広く遊ばれた謎
語の中からこれらの二つの作品と関わりのある内
容を集めて分析することによって、同作品の受容
の一端を提示しました。
　今後の研究計画として、戯曲や小説の批評に関
する研究を展開したいと考えています。戯曲や小
説の批評に関する研究は未だ緖に就いたばかり
で、研究の余地が大いに残されています。私はこ
れまでに『西廂記』の受容問題について考察して
きたため、新しい研究課題として、「李卓吾先生」
が批評を付けた『西廂記』をはじめとする一連の
戯曲作品に見られる批評について考察を加えたい
と考えています。
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国際日本学部国際文化交流学科　助教
角山　朋子
　専門はオーストリア・中欧の近代デザイン史で
す。 デザインされたモノやデザインという行為
が、時代の芸術、政治、経済、技術などの影響を
受けて変化していく様相を歴史的観点から研究し
ています。大学院では、ウィーンの工芸品会社
「ウィーン工房」（1903-32）を研究対象としまし
た。
　学部生の頃、産業革命後の社会の美的価値観の
混乱を批判し生活の質を根底から見直した英国
アーツ・アンド・クラフツ運動を知ったことが、
デザイン史に進んだきっかけです。2000 年代初
頭、世界が 9.11 同時多発テロ事件に衝撃を受け、
日本では『ソトコト』、『天然生活』といったライ
フスタイル雑誌が発行され始めた時期でした。 
大学院時代は、 二度目のウィーン留学、ポーラン
ドでの在外研究を通じ、旧ハプスブルク君主国領
を中心とする中欧地域の近代芸術・デザイン運動
に関する研究を深めました。同じドイツ語圏のド
イツと比較し、オーストリア・デザイン史研究の
蓄積は浅く、基礎的な史料や文献調査に多くの時
間を費やしました。博士課程在籍中、都内の現代
アートギャラリー、神奈川県立近代美術館、独立
行政法人国際交流基金でインターンや嘱託勤務を
したことで、様々なアートの「現場」に身を置く
こともできました。
　人々がどのように理想の生活世界を形成しよう
としたのか、社会構造そのものに関わるデザイン
思想とその実践に最も関心があります。現在は、
ウィーン工房と、「ウィーン・キネティシズム」と
いう 1920 年代ウィーンの前衛芸術グループの研
究をしています。転換期のアーティストたちを研
究するにあたり、私自身も多様な知見に触れてい
けるよう、 今後どうぞよろしくお願いいたします。
国際日本学部日本文化学科　教授
山田　昌裕
　専門は日本語学（文法）です。特に格（Case）
に関して通時的に研究をしております。現代語で
は「私が手紙を読むとき」のように、「ガ」や「ヲ」
を用いることが普通ですが、古代語では「我∅文
∅読むとき」のように、いわゆる格助詞が標示さ
れない場合が一般的です。なぜ格助詞を標示しな
いシステムから格助詞を標示するシステムに切り
替わったのか、その実態と経緯、またその理由・
社会背景などについては、いまだ解明されていま
せん。博士論文のテーマは「格助詞「ガ」の通時
的研究」でしたが、それでも格助詞「ガ」の変遷
の一端を示したにすぎません。引き続き古代語か
ら現代語にかけての格標示システムの変遷につい
て研究をしていきたいと思っております。
　前任校は小規模な女子大であったため、ゼミ飲
みやゼミ合宿、サークルや部活などを通した学生
との交流は思うようにできませんでした。この度、
共学である神奈川大学でお世話になることになっ
たので、学修の場以外でも学生との交流が図れる
のではないかと楽しみにしております。
　私の研究対象言語は日本語ではありますが、格
（Case）の標示は言語類型的研究などとも深く
関わっており、他言語との対照研究や、文化と言
語のインターフェースなど、周辺的分野の研究も
視野に入れなくてはなりません。本センターでは、
多方面の研究がされておりますので、これからい
ろいろと勉強させていただきたいと考えておりま
す。よろしくお願い致します。
